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2025年度九州支部秋の行事と支部総会事業ご報告 

～公害克服の街「北九州」を視てみよう！～ 

 

中村久志（S56/1981卒） 

 

九州支部では「産業の歴史」の視点から、深刻な「公害の街」北九州市が見事

に「環境先進都市」に変貌した過程を見学・体感した後、支部総会・懇親会と盛

りだくさんの行事を実施しました。 

11名の参加をいただきました。 

1: 北九州「公害克服➡環境先進都市」編 

1) 見学コース 

① 北九州日明（ひあがり）環境センター➡②北九州（タカミヤ）環境センター 

➡③若戸大橋～若戸渡船体験乗船➡小倉駅 

2)  北九州日明（ひあがり）環境センター 

最新のごみ処理施設。日鉄エンジニアリング殿が建設運営にかかわり2025年3

月から運用開始。土曜日にもかかわらず、内部の最新鋭の設備・施設を見学さ

せていただきました。公害克服・環境先進都市のシンボルです！ 

 

3)  北九州（タカミヤ）環境センター 

かつての公害の酷さやそれを克服し、環境先進都市に成長する歴史を学びまし

た。煤煙の現物や当時の工業地帯を誇る校歌なども目の当たりにし、先人の苦

労にも思いを寄せました。また、今では環境都市として、海外支援なども積極

的に行っている姿を知ることも出来ました。 
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4)  若戸渡船体験乗船 

若戸大橋を渡って、今でも市民の重要な足として活躍する「若戸渡船」に若松

側から乗船し、戸畑に戻りました。横切る洞海湾は、かつて魚はおろか、大腸菌

も存在しないとんでもない海でしたが、その後の大規模浚渫工事などで、今では

きれいな海となっています。若戸大橋を仰ぎ見ながら、潮風を体全体で感じるこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2: 九州支部総会・懇親会編 

1) 支部総会 

・表彰: 支部年間優秀者表彰（本部総会で表彰、改め

て仲田会長より、ご本人、泉屋亨事務局長に賞状をお

渡しいたしました。） 

・活動報告 

中村より、1年間の活動報告（内容割愛） 
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また、今回は残念ながらご欠席の藤川

さんからお寄せいただいた「環境問題を

考える」資料もご披露いたしました。 

・支部役員の承認 

新たに、事務局次長を加え、全体体制

を承認いただきました。皆様方のご協力

をいただきながら、来年もこのメンバー

を中心に、運営させていただきます。 

2) 懇親会！ 

九州の幸をふんだんに堪能いただきまし

た！ 

皆様の近況や、京機会活動などについて、

忌憚なく・楽しく、学生に戻ったような気分で、幹事も過ごさせていただきまし

た。皆様方もあっという間のひと時ではなかったかと思います。 

◆九州支部は、次の20年を目指し 

・「モノづくりの魅力を若者へお伝えする」 

・「会員同士の情報交換や懇親の場」を設けていく 

さらには、会員家族もご参加いただける行事の企画・実行を念頭に活動してまい

ります！！今後とも、ご支援とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

※支部のもう一つの柱、社会貢献としての「出前授業」について、別篇にてご報

告の予定です。 

こちらも是非よろしくお願い申し上げます。  
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2025年度九州支部「出前授業」前半の部ご報告 

～高校生へ、ものづくりの楽しさをお伝えする～ 

 

中村久志（S56/1981卒） 

 

九州支部では、活動の柱の一つである「ものづくりの魅力を若者へお伝えする」

の見地で、今年度も、高校2校ですでに実施、1月には高専2校を予定しています。

今回は、高校2校で実施した内容をご報告いたします。 

1: 福岡県立「修猷館高校」編（11月1日） 

1) 概要 

高校の行事として『総合的な探求の時間「出前授業」』を開催（例

年、文化の日前後の休日）。大学の先生、漫画家さん、市役所の方

など多彩な方をボランティア講師として約50講座を開講します。

（前半と後半に分けて各90分、各25講座実施・・参加対象は、1,2

年生））この講座で2018年から講義をしています。 

事前に、各講師の方が、講義内容をアピールする文を送り、生徒さんは、その

内容を見て、参加する講義を決めます。講師は、毎年ドキドキしながら、生徒さ

んの参加を待ちます。私は、講義タイトルを少し大げさに『“ウォシュレット”の

開発を通して見る、商品開発の現場～立ちはだかる壁、多くの失敗を乗り越えて

～』として、少しでも生徒さんたちの目に留まればよいなぁ～、と祈って待ちま

す。 

2)  講義内容 

おかげさまで、今年も30人近くの生徒さんが参加してく

ださいました！実機を見てもらうことが、生徒さんたちの

好奇心を最大化する大きな武器です。ノズルを動かしたり、

カバーを開けて内部構成を見てもらったり・・皆さんは目

を輝かせてくれます。授業の骨子は変りませんが、特に、 

・新商品を作り上げるときは生みの苦しみが続くこと。苦しみながらも“仲間”

とともに作り上げた時の喜び、“お客様の笑顔”に出会った時の喜び・・これこそ

が商品開発の醍醐味！！といったことを強調しました。 
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3) 生徒さんのレポート、プラス＆の出来事 

今年も、生徒さんたちから素晴らしいレポートをいただきま

した。これを拝見する喜びがあるので、毎年はまってしまい

ます！ 

また、今年の担当先生が、高校時代の部活の先輩だったり、

同級生のご子息が聴講されていたりと、地元ならではのサプライズもありました。 

2: 福岡県立「東筑高校」編（12月15日） 

概要・・コロナ期を除き2019年から実施 

今年は初めて、平日で午後休講の日に実施しました。約30名の参加で、京機会

九州支部単独での開催です。生徒さんの募集・告知チラシの作成から準備しまし

た。内容はチラシのとおりです。 

今回は、現役京大生の永田さん（M1）もリモート参加！ 

●大学紹介・・黒瀬先生 

●大学生活紹介・・永田さん 

現役の先生と学生さんの話の内容の濃さや資料に、生徒さんたちも最初は圧倒

されているようでした。強烈に、勉強・研究・生活の厳しさや楽しさや、京大の

特性などが、十分に伝わったのではないかと思います。 

話が盛り上がると、生徒さんたちもしっかりと、疑問点などの質問もされてい

ました。 

●出前授業・・中村 

大学の話の後に、それがどのように実社会に役立っていくのか、今勉強してい

ることがどうつながっているのかも交えて授業を進めました。ここでも、実機に

よるデモは効果大です。 

●双方向コミュニケーション・・全員 

全員で忌憚のない意見交換ができたと思います。また、TOTO関係の新人3名も

聴講していました。新社会人として、大学や高校のころの心境など、リアルに語

っていただき、生徒さんたちにも、心に響いていました。 

※後日、生徒さんたちから、レポートもいただきました。 

◆以上が、高校2校の実施状況の報告となります。 

全体の総括は、1月の高専2校の授業終了後に報告いたします。 

今後とも、「出前授業」へのご協力・アドバイスをお願いいたします。  
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関西支部: 第16回京機会テニスカフェ報告書 

 

成瀬忠史（S47/1972卒） 

 

日時: 令和7年11月15日（土）13時～17時30分 

場所: （テニス）六甲アイランドテニススクエア オムニコート （屋外３面） 

   〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中1丁目  https://bit.ly/2ULCuxf 

   （懇親会） 貝料理 「貝まる」 個室 

   〒658-0053 住吉宮町4-4-1-1F  https://kaimaru.owst.jp/ 

次第: PART 1 紅白対抗ダブルス戦 

   PART 2 決勝トーナメント・親睦試合 

参加者: 14名（懇親会7名） 

内容: 前回7月京都での開催に引き続き、神戸六甲アイランドで開催しました。天

候にも恵まれた11月第3土曜日に、参加者の皆さんが元気に集合し、ガイダンス、

記念写真撮影の後、ウォーミングアップを行いました。今回は、常連最高齢の西

脇先輩（S38卒）に加え、初参加の88歳の男性を含む14名が参加、交流試合はこ

れまで同様、PART 1では紅白チームにわかれ、ペアを交替しながらチーム戦を行

い、個人別には、全試合でのゲーム獲得勝率を算出、PART 2では上位8人であら

ためてペアを組み決勝トーナメントを行いました。参加者の方々はプレーを通じ

て交流していただくことができました。 

これまでに実施したこのテニスカフェに訪れていただいた方は総勢78名、累積

参加者は270余名になり、賑やかなイベントとして定着してきたのではないかと思

っております。今後も、年2回程度、関西一円（兵庫・京都・大阪他）でこれまで

テニスを楽しんでこられた方々はもちろん、関西出張中の方、大学研究室の方や

学生さんまで、テニスレベルにかかわらずに、参加していただけたらと考えてお

ります。 

  

https://bit.ly/2ULCuxf
https://kaimaru.owst.jp/
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第一部 テニス会場 

 

 

 

 

 

 

北野会員によるガイダンス        ウォーミングアップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流戦開始を前に、コート上で集合写真撮影 
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試合風景 

 

 

 

 

 

 

 

紅白戦を勝利した白組に賞品授与（左）、優勝 脇坂・長岡ペア（中） 

準優勝 古佐小・森岡ペア(右) 

第二部 懇親会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

懇親会場に有志7人が集合、激戦をふりかえるなど楽しい時間を過ごしました。 

以上  
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4040会（昭和40年卒）学年同窓会報告 

 

池内 健（S40/1965卒） 

 

令和7年12月4日に卒業後60年目の記念同窓会が、学生時代を過ごした京都大学

吉田キャンパスのレストラン ラトゥールで開催されました。 

26名の出席者は年相応の爺さんになっていましたが、話をしていると次第に学

生時代の面影がよみがえりました。その後、多くの人が百万遍の進々堂に移動し

て歓談しました。 


